
フュルト市平和記念式典にて平和紙芝居を実演。

「二度と」を見るドイツの人々
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二
〇
〇
六
年
八
月
、
私
は
「
紙
芝
居
で
平
和
を
」
と
願
う
ド
イ
ツ
の
人
々
と

共
に
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
の
５
都
市
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
、
フ
ュ
ル
ト
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
ケ
ル
ン
、
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
、
自
作
の
平
和
紙
芝
居
「
二
度
と
」

を
演
じ
た
の
で
す
。
千
年
の
歴
史
あ
る
ま
ち
フ
ュ
ル
ト
で
は
、
毎
年
八
月
六
日

に
市
主
催
の
平
和
記
念
式
典
が
開
か
れ
ま
す
。
市
民
の
草
の
根
運
動
と
、
フ
ュ

ル
ト
在
住
の
彫
刻
家
・
加
藤
邦
彦
氏
と
画
家
・
加
藤
温
子
氏
夫
妻
の
「
平
和
と

文
化
」
を
育
む
活
動
が
、
二
十
年
に
渡
る
原
爆
の
日
の
平
和
式
典
を
実
現
し
て

い
る
の
で
す
。
二
百
名
以
上
の
フ
ュ
ル
ト
市
民
が
集
う
式
典
の
結
び
に
、
「
二
度

と
」
を
教
会
の
中
で
演
じ
ま
し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
紙
芝
居
を
み
る
人
た
ち
、

う
す
暗
い
空
間
に
浮
か
び
あ
が
る
、
平
和
を
願
う
た
く
さ
ん
の
顔
。
そ
の
前
に

立
っ
た
時
、
深
い
喜
び
と
緊
張
が
全
身
を
包
み
ま
し
た
。
「
本
当
の
仲
間
た
ち
が

こ
こ
に
い
る
」
と
の
思
い
が
湧
き
あ
が
り
、
舞
台
の
扉
を
開
く
時
、
自
分
の
心

も
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
戦
争
へ
の
深
い
怒
り
を
こ
め
て
日
本
語
で
演
じ
始
め
る
と
、

ド
イ
ツ
の
人
た
ち
一
人
一
人
の
顔
が
、
目
が
、
真
っ
直
ぐ
に
紙
芝
居
に
向
か
っ
て
く
る

の
が
わ
か
り
ま
す
。
あ
の
ナ
チ
ス
の
時
代
を
生
き
た
深
い
し
わ
の
刻
ま
れ
た
顔
、
身
を

の
り
だ
す
若
い
人
、
お
父
さ
ん
の
手
を
に
ぎ
り
な
が
ら
見
つ
め
続
け
る
子
ど
も
。
こ
の

人
た
ち
と
悲
し
み
も
、
未
来
を
創
る
希
望
も
共
に
し
た
い
、
私
の
描
い
た
鳥
が
今
こ
こ

で
、
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
願
い
、
画
面
を
抜
き
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
私
の
日
本
語

を
さ
ら
に
深
め
る
ド
イ
ツ
語
通
訳
は
、
脚
本
を
翻
訳
さ
れ
た
彫
刻
家
の
永
沼
直
孝
氏
。

「
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ
マ
、
ノ
ー
モ
ア
ナ
ガ
サ
キ
」
が
ド
イ
ツ
語
の
響
き
に
な
り
、
教
会
空

間
に
染
み
て
い
き
ま
し
た
。
演
じ
終
え
た
後
、
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
い
拍
手
に
包
ま

れ
て
、
私
は
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
グ
は
平
和
博
物
館
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
は
国
際
児
童
図
書
館
で
、
デ
ュ

ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
日
本
文
化
を
伝
え
るEKO-Haus

で
、
ケ
ル
ン
は
教
会
で
と
、
平
和

紙
芝
居
の
旅
は
続
き
ま
し
た
。
実
演
後
に
言
っ
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
。
「
こ
れ
か
ら
は

私
が
こ
の
紙
芝
居
を
演
じ
て
い
き
ま
す
」
と
。
平
和
と
紙
芝
居
文
化
を
築
く
、
本
当
の

仲
間
と
出
会
っ
た
「
共
感
」
の
時
間
が
、
熱
く
輝
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
壁
画
家
・
紙
芝
居
作
家
・
紙
芝
居
文
化
の
会
運
営
委
員
）


